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アンケート（11名）

この活動について、家族や友人など周りの人に紹介したいと思いますか？15.

非常に思う…2名

まあまあ思う…6名

少し思う…3名

特に変わらない…0名

まあまあ思う
54.5%

少し思う
27.3%

非常に思う
18.2%

本事業へのご意見・ご感想などがあれば、ご自由にお書きください。

（自由回答・一部抜粋）16.

・本年度もありがとうございました。文化の会議への参加がきっかけとな

　り、色々な活動をされている方に興味を持ち、話を聞いたり関わりをもっ

　たりする機会が増えました。

・コモンズのコーディネーターである事を裏付けするために、名刺を各コー

　ディネーターに配ってほしい。

・いろいろな活動が、補助金に頼らなくてもできるよう、そこまでやってい

　って欲しい。

・メンバーの関心も多様で、参加目的や意識にも温度差があったように感じ

　ました。講義や視察など多様な経験をさせていただいて感謝しています。

・茨木市として、この活動にかける本気度が感じられる活動になるように、

　お金をかけずとも知恵を出していただきたい。
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アンケート（11名）

・文化の会議で得られるもの、目標や形になるものが最初から具体的に示さ　

　れていなかったように思うので不安はありました。この会議を通じてアー

　トに関心のある方々と繋がれたことは嬉しく、感謝しております。他分野

　との連携という点で、市が関わってくださっている強みを活かし福祉・教

　育・環境などの職員さんに、茨木市がどういった社会課題を抱えているの

　か事前に教えてもらってから実地見学したほうがよかったのかなと思いま

　す。それぞれの課題に対してどういうふうにアートが関わってきているの

　か、より深く市民アートコーディネーターとして学べたのではないかと思

　います。（現地で抱える課題も教えてくださいましたが、事前に聞いてお

　いた方が見どころもしぼれるのかなと思いました。一般的な福祉施設など

　の見学とは違った視点をもって入れたと思います。）土日にも関わらずS

　PS・市の職員さんも多く来てくださり、手厚く対応してくださって安心感

　がありました。ありがとうございました。実際にアートを楽しんでいる市

　民や施設を利用している市民の方の感想が聞けなかったのが残念でした。

　いろいろと企画されているのは知ることができ感銘をうけましたが、それ

　が市民（対象者）にとってどうなのか、役に立っているのか、楽しいの

　か、どこか困っているのか聞いてみたかったです。また、文化芸術側にい

　るアーティストの話をもう少し聞きたかったです。（One Art Projectさん

　の1時間だけではなく）アーティストによって考え方もあると思います。文

　化芸術を楽しむことにおいて、アーティストの存在は欠かせないと思うの

　で、色んなアーティストの話や意見を聞ける機会があると良いと思いまし

　た。
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成果物（つどう）



82

成果物（つながる）



83

成果物（つたえる）



総評

今年度のゴール達成度合い1.

今年度のゴール

「市民アートコーディネーター（AC)として必要なスキル※や

関係性の築き方を学び、文化芸術×他分野の取組みを知ることで

他者や他団体とつながるアイディアを考える」

4（非常に思う） 3（まあまあ思う） 2（少し思う） 1（変わらない）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目
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Q1　文化芸術への関心度合い

平均スコア3.4

第1 5回の参加者の85％が3（まあまあ思う）以上

※スキル：つどう、つながる、つたえる

達成度合い

　全6回のアンケート結果において全ての項目で平均スコア「3（まあまあ思

う）」以上が80％前後と概ね達成したと言える。特に第3回（視察）では、高

い満足度を得ることができた。Q3（新しい出会い）は、第2回以降大きく改善

し、Q4（アイディアの獲得）も高い水準で推移。一方でQ1・Q2（文化芸術へ

の貢献意欲）のスコアが落ち着いた要因は、意欲の低下ではなく、回を重ねる

ごとに「理想」から「自分にできる具体的な行動」へと視点が移り、現実的な

自己評価が行われるようになったためと推察される。
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Q2　地域貢献意欲

平均スコア3.4

第1 5回の参加者の85％が3（まあまあ思う）以上

Q3　新しいつながり実感

平均スコア3.5

第2 5回の参加者の90％が3（まあまあ思う）以上

4（非常に思う） 3（まあまあ思う） 2（少し思う） 1（変わらない）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

4（非常に思う） 3（まあまあ思う） 2（少し思う） 1（変わらない）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目
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4（非常に思う） 3（まあまあ思う） 2（少し思う） 1（変わらない）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

4（非常に思う） 3（まあまあ思う） 2（少し思う） 1（変わらない）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

Q4  好奇心アイディア獲得

平均スコア3.4

すべての回で参加者の80％が3（まあまあ思う）以上

Q5  紹介意欲

平均スコア3.2

すべての参加者の70％が3（まあまあ思う）以上



アンケートの自由記述より行動変容を精査

　全6回のアンケート自由記述より今年度ゴールの各要素に対応する具体的な

変化が複数確認でき「概ね達成」と評価できる。ゴールを以下の３つに分

解し、分解した部分に相当する発言や行動を照らしあわせ分析。

　①「スキルや関係性の築き方を学ぶ」

　　→「聞く側に徹することが増えた」「年齢の離れた人と話せるようにな　　

　　　った」など傾聴・対話の姿勢に変化が出ている。

　　　また「自分が全部つなげなくてよいと気づいた」「ハブとして支え　

　　　る役割を意識できた」など、

　　　市民ACとしてのスタンス理解が進んでいる。

　②「文化芸術×他分野の取組みを知る」

　　→各分野で視察を実施し、「理念を言語化して共有しつつ、行動し続ける

　　　ことが大切」「混ざり合うことができる可能性に気付かされた」など

　　　具体的な社会課題とアートの関わりを言葉にできている。

　③「他者や他団体とつながるアイディアを考える」

　　→各分野で話し合い、アイディアレベルまでは複数出すことができた。

　　　最終回のアンケートで「トライできたこと」が複数名から出ており、

　　　「他分野の場に足を運んだ」「他市の人にmaruを紹介した」など、

　　　アイディアを小さな行動に移している。
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課題と今後について.

　最終ゴールに向けた基盤づくりは、「つどう、つながる、つたえる」とい

うプロセスを通じて概ね達成された。今後はこの基盤を活かし、市民ACが

「つなぎ役」として実践するフェーズへと移行する必要がある。令和8年度

以降は、関わり方の多様性を尊重しつつも、継続参加者と新規参加者を交え

た実践的プログラムを展開し、参加者自身が主体的に動ける体制構築を目指

す。

課題について

　市民ACとして求める人物像は一定の理解が得られたが具体的な行動につい

ては全員が自信を持って“できた”と言えるレベルには少し届いておらず、参

加者の到達度にばらつきがみられる。「学び・気づき・アイディア」は多数

得られたため、次年度以降は自分の役割を具体的に行動に移し、継続的に実

践に落とし込む支援が必要。

最終ゴールに向けて
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「文化芸術をきっかけに誰一人取り残さない社会をつくる。

他の団体や他者と積極的につながり、つなげる役割を担う」

「つどう、つながる、つたえる」
・講義や他分野視察による対話スキル
・アイディアのビジョンボード制作

「つどう、つながる、つたえる」実践の場
・主体的に関わる手法の提供や伴走
・アーティストや関係者と連携した取り組み

茨木版文化的コモンズ
様々な人が多様な関わり方によって
文化芸術の浸透に貢献している

令和6年

令和7年

令和8年

未来

「まざりあう　自由なテンポで　やってみよう」
・つどう＝居心地の良い「場」づくり
・目指す「場」を表現した絵本制作と発表会






